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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第130期
第１四半期
累計(会計)期間

第129期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 4,853,65719,623,862

経常利益 (千円) 26,279 135,917

四半期(当期)純利益 (千円) 15,021 61,515

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) △10,996 26,752

資本金 (千円) 207,000 207,000

発行済株式総数 (千株) 4,140 4,140

純資産額 (千円) 2,338,0962,314,858

総資産額 (千円) 11,996,20311,817,877

１株当たり純資産額 (円) 566.19 560.56

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 3.64 14.89

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

１株当たり配当額 (円) ― 7.50

自己資本比率 (％) 19.5 19.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 639,112△219,528

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △203,577△832,777

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △443,539 934,180

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 439,368 447,373

従業員数 (名) 220 213

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　従業員数は就業人員数を記載しております。

４　第129期の１株当たり配当額７円50銭には、特別配当２円50銭を含んでおります。

　

EDINET提出書類

大日本木材防腐株式会社(E00623)

四半期報告書

 2/26



２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 220

(注) 従業員数は就業人員数であり、当社から他社への出向者、他社から当社への出向者はおりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 生産高(千円)

建築資材 1,596,515

工業資材 141,946

化成品 84,748

環境資材 17,971

合計 1,841,182

(注) １　金額は、製品製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績

当第１四半期会計期間における商品仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 仕入高(千円)

建築資材 2,124,205

工業資材 13,489

環境資材 23,866

合計 2,161,561

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

建築資材 771,549 204,629

化成品 52,803 3,140

建築工事 153,403 193,207

環境資材 83,304 21,024

合計 1,061,061 422,002

(注) １　「建築資材」「環境資材」「化成品」の一部については受注生産によっている。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別の名称 販売高(千円)

建築資材 4,087,299

工業資材 228,440

化成品 183,410

建築工事 160,973

環境資材 120,297

不動産 73,237

合計 4,853,657

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国経済は、原油価格、原材料価格の高騰や米国景気減速懸念、株式・為替相

場の変動など、先行きは依然として不透明な状況が続きました。

木材業界におきましては、建築資材の需要に影響を与える新設住宅着工戸数が前年同期に比べ11.0％

減少し、当業界に特に関係の深い持家戸数も前年同期に比べ6.7％の減少となりました。このような状況

のなか、当第１四半期は木材需要の盛り上がりを欠いたため、売上高は48億5千3百万円（前年同期比

5.3％減）となりました。また利益面では、本社社屋新築に伴い経費の増加等もあり営業利益は3千1百万

円、経常利益は2千6百万円、四半期純利益は1千5百万円となりました。

各部門別の状況は次のとおりであります。

建築資材部門では、新設住宅着工戸数の減少傾向が続き現地挽輸入製品・集成材・在来プレカット部

材等が減少したため、40億8千7百万円となりました。

工業資材部門では、マクラギの受注が減少したため、2億2千8百万円となりました。

化成品部門では、主力の薬液販売が伸び悩み、1億8千3百万円となりました。

建築工事部門では、積極的な営業活動を展開しましたが受注に至らず、1億6千万円となりました。

環境資材部門では、民需への営業転換を進めてきた結果、1億2千万円となりました。

不動産部門では、7千3百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

①流動資産

当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は58億3百万円となり、前事業年度末に比べ3千9百

万円減少しました。その主なものは現金及び預金が5千3百万円減少したためです。現金及び預金につい

ては、(3) キャッシュ・フローの状況に記載のとおりであります。

②固定資産

当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は61億9千2百万円となり、前事業年度末に比べ2億

1千8百万円増加しました。その主なものは投資有価証券が6千5百万円、有形固定資産が1億5千3百万円

増加したためです。投資有価証券は期末時価が上昇したためであり、有形固定資産は減価償却費を上回

る設備投資を実施したためです。

③流動負債

当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は80億8千万円となり、前事業年度末に比べ2億3千

3百万円増加しました。その主なものは短期借入金が3億1千4百万円減少しましたが、仕入債務が5億円

増加したためです。短期借入金は銀行から調達した資金を順次返済したためであり、仕入債務は仕入が

増加したためです。

④固定負債

当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は15億7千7百万円となり、前事業年度末に比べ7千

7百万円減少しました。その主なものは長期借入金が1億2百万円減少したためです。長期借入金は銀行

から調達した資金を順次返済したためです。

⑤純資産

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は23億3千8百万円となり、前事業年度末に比べ2千3

百万円増加しました。その主なものは投資有価証券の期末時価が上昇し、その他有価証券評価差額金が

増加したためです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動による資金の増加は6億3千9百

万円、投資活動による資金の減少は2億3百万円、財務活動による資金の減少は4億4千3百万円となり、その

結果、現金及び現金同等物の残高は前事業年度末に比べ8百万円減少し、4億3千9百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において営業活動の結果得られた資金は6億3千9百万円となりました。これは

主に仕入債務の増加額4億9千6百万円があったこと等によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において投資活動の結果使用した資金は2億3百万円となりました。これは主

に有形固定資産の取得による支出2億4千4百万円があったこと等によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において財務活動の結果使用した資金は4億4千3百万円となりました。これは

主に短期借入金の純減少額2億8千4百万円、長期借入金返済による支出1億3千3百万円があったこと等

によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は7,706千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前事業年度末において計画中であった重要な設備のうち、当第１四半期会計期間に完了したものは次

のとおりであります。

　

事業所名
(所在地)

事業部門
の名称

設備の
内容

投資額
（千円）

資金調達
方法

着手年月 完了年月
完成後の
増加能力

本社
(名古屋市港区)

―
全社的
管理業務
販売業務

531,514自己資金 平成19年７月 平成20年４月 ―
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,560,000

計 16,560,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,140,000 4,140,000
名古屋証券取引所
（市場第二部）

―

計 4,140,000 4,140,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年６月30日 ― 4,140 ― 207,000 ― 4,299

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

10,000
(相互保有株式)
普通株式

778,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

3,312,000
3,312 ―

単元未満株式
普通株式

40,000
― ―

発行済株式総数 4,140,000― ―

総株主の議決権 ― 3,312 ―

(注)　単元未満株式数には、大日コンクリート工業株式会社保有の相互保有株式839株及び当社保有の自己保有株式　456

株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

大日本木材防腐株式会社
 

名古屋市港区千鳥
一丁目３番17号

10,000 ― 10,000
0.24
 

(相互保有株式)

大日コンクリート工業
株式会社

名古屋市中区栄
二丁目９番26号

778,000 ― 778,000 18.79

計 ― 788,000 ― 788,000 19.03

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 363 ― ―

最低(円) 363 ― ―

(注)　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は次のとおりでありま

す。

新役名及び職名 旧役名及び職名 　氏名 　異動年月日

取締役 

（執行役員管理本部長 

兼経理グループ長

兼総務グループ長）

取締役

（執行役員管理本部長

兼経理グループ長）

堤　時英 平成20年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、栄監査法人により四半期レビューを受けており

ます。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 459,368 512,373

受取手形及び売掛金 3,157,113 3,111,506

商品 855,543 861,850

製品 469,931 451,494

原材料 475,240 484,198

仕掛品 66,478 75,849

未成工事支出金 93,630 75,027

繰延税金資産 53,934 53,934

その他 210,658 239,720

貸倒引当金 △38,600 △22,900

流動資産合計 5,803,298 5,843,056

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 3,159,025

※
 2,649,890

土地 1,798,225 1,798,225

その他（純額） ※
 348,042

※
 703,870

有形固定資産合計 5,305,293 5,151,986

無形固定資産 62,375 63,923

投資その他の資産

投資有価証券 617,891 551,999

その他 324,644 264,411

貸倒引当金 △117,300 △57,500

投資その他の資産合計 825,236 758,911

固定資産合計 6,192,905 5,974,820

資産合計 11,996,203 11,817,877

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,327,557 4,827,481

短期借入金 2,393,020 2,707,509

未払法人税等 13,492 47,121

賞与引当金 68,946 109,033

その他 277,683 156,528

流動負債合計 8,080,698 7,847,673

固定負債

長期借入金 878,399 980,942

退職給付引当金 147,480 152,261

役員退職慰労引当金 132,236 129,345

長期預り保証金 246,510 246,688

繰延税金負債 172,782 146,108

固定負債合計 1,577,409 1,655,345

負債合計 9,658,107 9,503,019
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 207,000 207,000

資本剰余金 4,491 4,491

利益剰余金 1,959,539 1,975,489

自己株式 △4,525 △4,525

株主資本合計 2,166,505 2,182,455

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 171,590 132,402

評価・換算差額等合計 171,590 132,402

純資産合計 2,338,096 2,314,858

負債純資産合計 11,996,203 11,817,877
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(2)【四半期損益計算書】
　　【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 4,853,657

売上原価 4,263,846

売上総利益 589,811

販売費及び一般管理費 ※１
 558,305

営業利益 31,506

営業外収益

受取利息 202

受取配当金 10,134

為替差益 198

雑収入 2,508

営業外収益合計 13,043

営業外費用

支払利息 11,219

手形売却損 4,687

雑損失 2,363

営業外費用合計 18,270

経常利益 26,279

税引前四半期純利益 26,279

法人税等 ※２
 11,258

四半期純利益 15,021
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 26,279

減価償却費 74,247

のれん償却額 2,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 75,500

賞与引当金の増減額（△は減少） △40,087

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,781

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,891

受取利息及び受取配当金 △10,336

支払利息 11,219

固定資産除却損 1,121

売上債権の増減額（△は増加） △47,840

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,504

仕入債務の増減額（△は減少） 496,971

未払金の増減額（△は減少） 152,571

未払消費税等の増減額（△は減少） △68,167

預り保証金の増減額（△は減少） △178

その他 21,907

小計 680,815

利息及び配当金の受取額 10,349

利息の支払額 △10,854

法人税等の支払額 △41,197

営業活動によるキャッシュ・フロー 639,112

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △21,000

定期預金の払戻による収入 66,000

投資有価証券の取得による支出 △29

有形固定資産の取得による支出 △244,664

有形固定資産の売却による収入 70

無形固定資産の取得による支出 △2,943

その他 △1,010

投資活動によるキャッシュ・フロー △203,577

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △284,000

長期借入金の返済による支出 △133,032

配当金の支払額 △26,507

財務活動によるキャッシュ・フロー △443,539

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,005

現金及び現金同等物の期首残高 447,373

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 439,368
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

会計処理の原則及び手続の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　当事業年度の第１四半期会計期間から、「棚卸資

産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員

会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を適

用し、評価基準については、原価法から原価法（収

益性の低下による簿価切下げの方法）に変更して

おります。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、売上

総利益、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利

益がそれぞれ6,838千円減少しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１．棚卸資産の評価方法

当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関して

は、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっ

ております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の

低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前

事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前事

業年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して

おります。
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【追加情報】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

有形固定資産の耐用年数の変更

当社の機械装置については、従来、耐用年数を９～13

年としておりましたが、当第１四半期会計期間より法

人税法の改正を契機とし見直しを行い、８年に変更し

ております。

これによる損益に与える影響は、売上総利益が4,157

千円の減少、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利

益がそれぞれ4,161千円の減少であります。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　4,741,962千円※　有形固定資産の減価償却累計額　　4,681,284千円

　　受取手形割引高　　　　　　　　　1,445,350千円 　　受取手形割引高　　　　　　　　　1,493,536千円

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給料 138,519千円

発送運搬費 118,818千円

賞与引当金繰入額 34,827千円

退職給付費用 8,127千円

貸倒引当金繰入額 75,903千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,891千円

※２　税金費用については、四半期財務諸表の作成に特有

の会計処理により計算しているため、法人税等調

整額は「法人税等」に含めて表示しております。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 459,368千円

　　　計 459,368千円

預入期間が３か月超の定期預金 △20,000〃　　

現金及び現金同等物 439,368千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 4,140,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 10,456

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 30,971 7.5平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認め

られないため、記載しておりません。

　

(持分法損益等)

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

関連会社に対する投資の金額 88,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 1,413,352千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 △10,996千円

　

EDINET提出書類

大日本木材防腐株式会社(E00623)

四半期報告書

21/26



(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

566.19円 560.56円

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 2,338,096 2,314,858

普通株式に係る純資産額(千円) 2,338,096 2,314,858

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 4,140,000 4,140,000

普通株式の自己株式数(株) 10,456 10,456

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数(株) 4,129,544 4,129,544

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第１四半期累計期間

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 3.64円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 15,021

普通株式に係る四半期純利益(千円) 15,021

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 4,129,544
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(重要な後発事象)

当社は、平成20年８月７日開催の取締役会において、流通業務施設を新設するため、土地の取得およ

び建物の建設を決議いたしました。

　

(1) 目的

当社の主要取扱商品である現地挽輸入木材を販売するための「流通システム」の拡大を図るこ

とを目的としています。

　

(2) 設備投資の内容等

①所在地　愛知県弥富市鍋田町六野54番１　他

②土地　13,826㎡

③建物　鉄骨倉庫　他

延床面積　3,306.44㎡

④着工予定時期　平成21年３月

⑤完了予定時期　平成22年12月

⑥投資額　総額約６億円

⑦資金調達方法　自己資金および金融機関からの借入

　

(3) 当該設備が営業・生産活動に及ぼす重要な影響

完成は平成22年12月を予定しており、平成21年３月期の業績に与える影響は軽微であります。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月11日

大日本木材防腐株式会社

取締役会　御中

　

栄監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　澤　　田　　　　　博　　印

　

社員
業務執行社員

公認会計士　　横　　井　　陽　　子　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大日

本木材防腐株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第130期事業年度の第１四半期累計期

間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半

期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大日本木材防腐株式会社の平成20年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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